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14．エネルギー摂取量と死亡リスクの関連：NIPPON DATA80 
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NIPPON DATA80研究グループ 

 

 

１ 背景 

動物実験ではエネルギー摂取量を制限することによって寿命が延長することが報告されている

が、ヒトを対象としたコホート研究ではベースラインのエネルギー摂取量と死亡リスクは関連し

ないことが示されている。しかしながら、先行研究は全て欧米からの報告である。本研究はエネ

ルギー摂取量と全死亡リスクおよび死因別死亡リスクとの関連を欧米とは食習慣が異なる日本人

の代表集団を用いて検討した。 

 

２ 方法 

対象者は無作為抽出された全国300ヶ所の住人を29年間追跡しているNIPPON DATA80の参加者

のうち、循環器疾患・腎疾患・糖尿病の既往歴を有する者、BMIの情報が欠損の者、エネルギー

摂取量が欠損または男女別で99.5％以上もしくは0.5%以下の者を除外した30歳-69歳の日本人、男
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女7,704名である。3日間の秤量法にて実施された1980年の国民栄養調査から得られた1日のエネ

ルギー摂取量 (kcal)に基づき、男女別に対象者を5分位にて区分した（第1五分位：男性<2,099.7 

kcal/day、女性<1,669.9 kcal/day、第5五分位：男性≥2,816.6 kcal/day、女性≥2,253.0 kcal/day）。 

解析はCox比例ハザードモデルを用い、エネルギー摂取量の違いによる全死亡リスクおよび死

因別死亡リスク（がん、循環器疾患、冠動脈性心疾患、心不全、脳卒中、脳出血、脳梗塞）をハ

ザード比（95％信頼区間）にて比較した。補正項目は性・年齢・喫煙習慣・飲酒習慣・仕事の種

類・仕事の内容・body mass index・収縮期血圧・血糖・総コレステロール・高血圧薬の使用・

魚の摂取量・肉の摂取量・野菜の摂取量・果物の摂取量・ナトリウムの摂取量である。 

 

３ 結果 

エネルギー摂取量の増加に伴い全死亡リスクが有意に高くなる傾向が男性のみに観察された 

(P for linear trend=0.008)。死因別死亡リスクでは、男女ともに冠動脈性心疾患死亡リスクの有意な

上昇が観察された。第 1五分位を基準とした時、第 5五分位におけるハザード比 (95％信頼区間）

は男性で 2.63 (0.95–7.28, P for trend=0.016)、女性で 2.91 (1.02–8.29, P for trend=0.032)であった。が

ん死亡リスクの有意な上昇は男性でのみ観察され、そのハザード比は 1.50 (0.999–2.24, P for 

trend=0.038)であった。 

 

４ 結論 

日本人では男女ともに冠動脈性心疾患死亡、男性において全死亡およびがん死亡が高いエネル

ギー摂取量と有意に関連していた。食料摂取のコントロールは死亡リスク、特に冠動脈性心疾患

死亡リスクを下げることに有益な可能性が有り、さらなる研究が必要である。 
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